
藤原安産地蔵尊とケヤキ
　鶴岡市千石町（旧藤原集落）にある藤原安産地蔵尊とケヤキは、「今を去るこ
と約一千三百年の昔、名僧行基菩薩が東北巡業の折、この地に来り、茶の木を
以て尊像を刻み、これを本尊とす。」と古来言い伝えられている。境内にある大
けやきは樹齢一千年以上といわれ、昭和二十六年に国の文化財として天然記念
物に指定された。（昭和六十年には伐採され、現在は幹の一部を祭っている。）
　参拝者は丈夫な赤ちゃんの出産を願い、この地蔵堂内の木彫りの地蔵を一体
借りていき、出産後に返す。現在も多数の地蔵尊が借りられている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林真推進委員）
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農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書
を

市
長
へ
提
出
し
ま
し
た

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た

　

７
月
18
〜
19
日
、
農
業
者
年
金

加
入
推
進
等
視
察
研
修
が
行
わ
れ
、

委
員
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
訪
れ
た
岩
手
県
一
関
市

は
６
割
が
山
林
で
中
山
間
の
農
地

が
多
く
、
農
業
産
出
額
で
は
鶴
岡

市
に
次
ぐ
東
北
４
位
、
そ
の
内
67

％
が
畜
産
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
新
規
加
入
者
数
は
、

平
成
29
年
以
前
は
一
桁
台
で
し
た

が
、
班
体
制
を
組
み
、
ま
ず
委
員

が
制
度
を
良
く
理
解
し
、
戸
別
訪

問
を
中
心
と
し
た
活
動
が
実
を
結

び
、
平
成
30
年
に
は
15
人
に
増
え

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
特
に
、
具

体
的
な
推
進
体
験
談
を
聞
く
こ
と

が
で
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
南
三
陸
町
農
業
委
員

会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

状
況
と
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
そ
の
後
、
西
戸
川
工

区
圃
場
整
備
、
在

郷
工
区
圃
場
整
備

の
現
場
を
視
察
し

ま
し
た
。
こ
の
地

域
の
38
％
の
耕
地

が
被
災
し
、
山
土

（
赤
土
）
で
盛
土

さ
れ
た
場
所
で
は

土
が
痩
せ
て
い
る

た
め
土
作
り
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
、

不
安
や
耕
作
意
欲

を
衰
退
さ
せ
る
な

ど
の
問
題
が
発
生

　

６
月
28
日
、
渡
部
会
長
は
じ
め

四
役
が
皆
川
市
長
を
訪
問
し
、
農

業
委
員
会
定
例
総
会
で
決
議
さ
れ

た
農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
農
業

を
守
る
た
め
、
農
業
者
の
皆
さ
ん

が
意
欲
と
希
望
を
持
っ
て
農
業
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
今
後
も
市
の

ほ
か
、
国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関

へ
現
場
の
生
の
声
を
伝
え
て
い
き

ま
す
。

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
高
台
に
あ
る
戸
倉
公
民
館

（
旧
中
学
校
）
で
は
、
津
波
到
達

点
の
記
録
が
あ
り
、
改
め
て
津
波

の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
現
地
に
出
向
い
て
初
め
て

わ
か
る
こ
と
が
多
く
、
大
変
意
義

あ
る
研
修
で
し
た
。

　
（
太
田
裕
徳
広
報
編
集
委
員
長
）

農 業 委 員 会 活 動 報 告

　　◆ 提出した要望内容 ◆
・新規就農者への支援に関すること
・公道周辺の管理徹底に関すること
・鳥獣被害対策に関すること

　◆ 視察先 ◆
＊岩手県一関市
＊宮城県南三陸町

市長
要望

年金
視察
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羽
黒
地
域
で
は
、
松
ヶ
岡
地
内
の

遊
休
農
地
と
な
っ
て
い
た
柿
畑
に
、

枝
豆
や
ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど
う
を
作
付

け
し
耕
作
放
棄
地
が
解
消
さ
れ
た
２

つ
の
圃
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
ぶ
ど

う
が
作
付
け
さ
れ
た
圃
場
近
く
の
農

地
に
は
、
今
後
ワ
イ
ン
醸
造
施
設
の

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

櫛
引
地
域
で
は
、
６
次
産
業
化
・

法
人
化
を
見
据
え
、
約
２
・
４
ｈ
ａ

の
農
地
を
新
規
に
借
用
し
た
事
業
者

に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
リ
ン
ゴ
・
洋

ナ
シ
・
和
な
し
な
ど
１
６
０
本
を
新

植
し
、
さ
ら
に
隣
接
し
た
成
木
の
リ

ン
ゴ
の
管
理
も
依
頼
さ
れ
、
現
在
３

ｈ
ａ
の
果
樹
園
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
近
い
将
来
、
５
ｈ
ａ
ま
で
規

模
拡
大
し
、
法
人
化
を
す
る
こ
と
で

人
材
確
保
を
図
り
、
ジ
ュ
ー
ス
や
缶

詰
め
な
ど
の
加
工
販
売
、
収
穫
体
験

等
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

藤
島
地
域
長
沼
の
圃
場
で
は
、
ま

ち
づ
く
り
未
来
事
業
の
一
環
と
し
て
、

水
稲
栽
培
の
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
技

術
を
実
証
展
示
し
て
い
ま
す
。
縦
畦

畔
の
撤
去
に
よ
る
圃
場
の
一
体
化
、

乾
田
直
播
栽
培
に
よ
り
作
業
期
間
の

短
縮
や
作
期
分
散
な
ど
の
効
果
が
期

待
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
新
し
い
農
業
へ
の

様
々
な
取
り
組
み
を
視
察
で
き
、
と

て
も
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

　
　
　
　
　
（
金
野
匡
良
推
進
委
員
）

現地
研修

　農業委員会では、管内の先駆的事例や遊休農地を再生した優
良事例等を視察するとともに、農地の実態や転用の進捗状況等
を把握するため、農地現地研修を実施しています。

　農業委員会では、管内の先駆的事例や遊休農地を再生した優
良事例等を視察するとともに、農地の実態や転用の進捗状況等
を把握するため、農地現地研修を実施しています。

農地の取得についての取扱いが
一部変更になりました

　耕作のために農地を買ったり借りたりする
には、農地取得後の経営面積が50ａ以上必要
です（別に下限面積が定められている地域も
あります）。鶴岡市ではこの要件を一部変更し、
宅地と隣接する農地が、位置や面積、形状か
ら見て宅地と一緒でないと利用が難しいと認
められる場合、この要件を満たさなくても農
地を取得できるようになりました。
　事前に農業委員会に申し出が必要です。詳
しくは農業委員会へお問い合わせください。

利用状況調査実施中です
　農業委員会では、今年度も荒廃農地の発
見と解消のため、「農地利用状況調査」を
実施しています。荒廃農地は、病害虫の発
生など近隣農地や住民に迷惑がかかります
ので、草刈や耕起等による適正な管理をお
願いします。なお、調査にあたり、立ち合
いなどの必要はありません。

令和元年
５月より



人気の「塩おにぎりと日替わりおにぎり
の汁定食」。塩は２種類から選べる。

佐久間朋美さん
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果
樹
栽
培
の
盛
ん
な
西
荒
屋

地
内
、
国
道
１
１
２
号
線
沿
い

の
左
右
に
園
地
が
あ
り
、
西
側

に
ぶ
ど
う
色
の
カ
ラ
フ
ル
な
色

の
カ
フ
ェ
。
佐
久
間
朋
美
さ
ん

が
営
む
店
で
す
。
祖
母
が
営
ん

で
い
た
築
30
年
の
直
売
所
を
改

築
し
た
と
い
う
お
店
の
中
に
入

る
と
、
白
を
基
調
に
茶
系
で
統

一
し
た
か
と
思
え
る
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
て
い

ま
し
た
。

　

店
内
に
は
農
産
加
工
品
や
食

器
、
自
家
生
産
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ

や
オ
ク
ラ
、
今
は
め
ず
ら
し
く

な
っ
た
糸
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
が
並

び
、「
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
食

品
や
、
よ
り
自
然
に
近
い
、
体

に
良
い
も
の
を
出
し
て
い
ま
す
」

と
朋
美
さ
ん
。
お
い
し
い
水
で

炊
い
た
米
、
天
然
塩
の
お
に
ぎ

り
が
お
す
す
め
で
、
パ
ン
と
ス

ー
プ
の
定
食
も
人
気
と
の
こ
と

で
す
。

　

こ
の
辺
り
に
は
マ
イ
ナ
ス
イ

オ
ン
の
地
下
水
が
あ
り
、
水
を

汲
ん
で
行
く
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い

る
そ
う
で
す
。
窓
辺
の
カ
ウ
ン

タ
ー
か
ら
は
、
ぶ
ど
う
畑
と
鳥

海
山
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

秋
に
は
ぶ
ど
う
園
で
、
化
学

肥
料
不
使
用
、
低
農
薬
栽
培
の

ぶ
ど
う
狩
り
が
楽
し
め
ま
す
。

早
生
種
か
ら
晩
生
種
ま
で
20
数

種
類
、
樹
齢
40
年
の
木
も
あ
り
、

一
粒
ず
つ
多
品
種
が
食
べ
ら
れ

好
評
と
の
こ
と
。
色
々
な
ぶ
ど

う
の
実
を
宝
石
箱
の
よ
う
に
詰

め
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
も
人
気
だ
そ

う
で
す
。
ぶ
ど
う
狩
り
シ
ー
ズ

ン
は
９
月
か
ら
10
月
下
旬
ま
で
。

期
間
中
３
回
も
訪
れ
る
ぶ
ど
う

好
き
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
か
。

園
地
の
管
理
は
カ
フ
ェ
の
定
休

日
に
母
親
と
一
緒
に
行
う
そ
う

で
す
。

　

新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
て

い
る
朋
美
さ
ん
。
秋
に
大
量
に

出
る
剪
定
し
た
枝
の
再
利
用
を

考
え
、
チ
ッ
プ
に
し
て
ス
モ
ー

ク
材
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に

着
手
さ
れ
ま
し
た
。
分
析
や
試

作
に
は
様
々
な
方
か
ら
協
力
を

い
た
だ
き
完
成
し
た
そ
う
で
す
。

ビ
ン
詰
め
に
し
た
も
の
は
、
燻

製
用
と
し
て
店
で
販
売
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
枝
の
種
類
や
木
の

糖
度
等
で
微
妙
に
匂
い
が
違
う

そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
手
狭
な
店
な
の
で

作
業
小
屋
を
作
り
、
ぶ
ど
う
狩

り
シ
ー
ズ
ン
後
の
食
の
部
門
を

も
っ
と
充
実
さ
せ
た
い
と
、
食

に
対
す
る
意
識
の
高
い
カ
フ
ェ

オ
ー
ナ
ー
兼
果
樹
農
家
さ
ん
で

し
た
。

　
　
　
　
　
（
佐
藤
み
ほ
委
員
）

　櫛引地域西荒屋にある
「カラフルぶどう園」の一
角に、昨年11月、カフェ
がオープンしました。から
だに良い食材を使ったシン
プルでおいしい食事にこだ
わる、カフェオーナーの佐
久間朋美さんにお話をお聞
きしました。

おじゃまし
ます！

○○に 広報編集
委員が

いってきましたいってきました

次回は…
　　小野寺志保さんに
　　　　　　　　　会ってきます！
「ぶどうの樹液を使った化粧水や石鹸、
鶴岡のシルクを使った様々な商品を作
っている“オーガニックコスメアドバイ
ザー”さんです。」（朋美さん）

朋美さんのご紹介
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詳しくは、農業委員会事務局・各分室へお問い合わせください。

　農地中間管理事業は、農地中間管理機構が、農地の借受け・貸付け等を行うことにより、担い
手への農地集積・集約化を推進するものです。農地中間管理事業により農地を貸し付けた場合、
土地所有者や地域等に対して、一定の条件のもと、以下の協力金が交付されます。

農地中間管理機構に農地を貸し付けることにより
●農業部門の減少により経営転換する農業者 ●リタイアする農業者
●農地の相続人で農業経営を行わない方

①経営転換協力金

「人・農地プラン」など地域の話し合いにより、地域内の一定割合以上の農地を機構に貸し
付けた場合、地域に交付されます。交付金の使途は地域の話し合いで決めることができます。

※交付には「人・農地プラン」の実質化が必須です。
※2019年、2020年度については、実質化に向けた行程表が作成されている地域も対象になります。

②地域集積協力金
（１）集積・集約化タイプ　　体裁

地域内の農地を機構に貸し付け、担い手への農地集積・集約化を図る場合に交付されます。

（２）集約化タイプ
　地域内の農地を機構に貸し付け、担い手同士による耕作地の交換等で農地の集約化を図る場合
に交付されます。

◆個々の農家への支援

◆地域に対する支援

※10年以上の貸付けであることが条件です。
※経営転換協力金は、5年間で段階的に縮減・廃止されます。
※2022・23年度は、地域集積協力金と一体的に取り組む場合についてのみ交付対象になります。

2019～21年度　１.５万円／１０a　（上限額５０万円／１戸）
2022・23年度　１.０万円／１０a　（上限額２５万円／１戸）

※交付対象面積の1割以上が新たに担い手に集積されることが条件です。

※以下のいずれかの要件を満たすことが条件です。（事業実施年度の翌々年度まで）
①地域の農地面積に占める担い手の1ha（中山間地0.5ha）以上の団地面積の
　割合が20ポイント以上増加。
②すでに担い手の1ha以上の団地面積の割合が40％以上の地域において、
　担い手の1団地当りの平均面積が1.5倍以上に増加。

区分１ ２０％超４０％以下 　４％超１５％以下 １.０万円／１０ａ
区分２ ４０％超７０％以下 １５％超３０％以下 １.６万円／１０ａ
区分３ ７０％超 ３０％超５０％以下 ２.２万円／１０ａ
区分４  ５０％超 ２.８万円／１０ａ

区分１ ４０％超７０％以下 ０.５万円／１０ａ
区分２ ７０％超 １.０万円／１０ａ

機構の活用率

機構の活用率

交付単価

交付単価

一般地域 中山間地域
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　６月に山形県沖で地震が発生しました。
被災された方々へ心よりお見舞いを申し上
げます。自然災害はいつ起きるかわかりま
せん。日頃から心の準備をしておきたいと
ころです。
　農委広報「もっしぇのー」は今号から
ページ数を減らし、表紙・裏表紙を毎号
カラーでお送りします。写真を大きく、読
みやすくいたしました。これからも農業情
報や活動情報などを皆様へお伝えできるよ
うに、広報委員一同頑張っていきます。
　これから実りの秋を迎えますが、豊作で
あることを願っております。
　　　　　　　　　（髙橋文雄推進委員）

支援内容、条件など、詳しくは農業委員会まで。

農家のための公的年金制度

若いうちから！

60歳未満
国民年金

第1号被保険者
年間60日以上
農業に従事

女性にも！

要件を満たせばどなたでも加入できます！

節税対策にも！

■（有）鶴岡協同ファーム（鶴岡・民田）
■（株）アシスト（鶴岡・本田）
■（有）田和楽（藤島・小中島）
■ 上新田農事組合法人（藤島・長沼）
■ 井上農場　代表・井上　馨（藤島・渡前）
■（株）ハグロファーム（羽黒・川代）
■（農）あさひの輝き・まんてん（朝日・東岩本）
■（株）あつみ農地保全組合（温海・湯温海）

アグリランドバンク
新規就農支援型

農地の確保を支援します！
が

農地の貸付けに協力してくださる支援農業者・
団体です。（8月末現在、敬称略）

10／19（土）・20（日）10／19（土）・20（日）
小真木原公園小真木原公園

農業者年金農業者年金

産業まつり大産業まつり大
新規就農者の
みなさん！

今年もやります！
よせ豆腐♡

　山あいの傾斜地に階段状に作られた棚田。い
つまでも守っていきたい農村の原風景です。
　市内には、「やまがたの棚田20選」に認定され
ている美しい棚田が4か所あります（櫛引/𣗄代、
朝日/大網、温海/暮坪・越沢）。ぜひ訪れてみて
はいかがでしょうか。

TSURUOKA TANADA PHOTO

　経営と暮らしに役立つ農
業総合専門紙。地域の明る
い話題やイベント情報など
も掲載し、ご家族や非農家
の方も楽しめる内容です。
▶毎週金曜日発行
▶月額700円（税込）
▶申込みは農業委員会まで

　現在、令和２年１月からの補償開始に
向け、収入保険加入申請の受付が始まり
ました。加入申請に必要な書類や補償内
容など詳しくはお問い合わせください。
▶山形県農業共済組合（NOSAI山形）
　庄内支所　☎0234-91-1553

鶴岡の棚田 ｰ櫛引・𣗄代ｰ鶴岡の棚田 ｰ櫛引・𣗄代ｰ

あ と が き


